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第40回 全日本シーホッパー級ヨット選手権大会 

第 24 回 全日本シーホッパー級ＳＲヨット選手権大会 

第 23 回 全日本女子シーホッパー級ＳＲヨット選手権大会 

第 14 回 シーホッパー級マスタークラスヨット選手権大会 

第 14 回 シーホッパー級ＳＲマスタークラスヨット選手権大会 

第 5 回 シーホッパー級グランドマスタークラスヨット選手権大会 

第 3 回 シーホッパー級ＭＲヨット選手権大会 

 

 

期  間： ２０１4 年 8月 29 日（金）～ 8 月 31 日（日）  

場  所： 北海道小樽市小樽港マリーナ（小樽港内及び港外)  

主   催： 日本シーホッパー協会  

公   認： 公益財団法人日本セーリング連盟 （Ｈ２６－１６） 

大会運営： 北海道セーリング連盟 

後  援： 北海道・北海道体育協会・小樽市・小樽体育協会・JSAF 外洋北海道 

        小樽セーリング協会  

協   力： ヤマハ発動機株式会社・オクムラボート販売株式会社・（株）ノースセール・ジャパ

ン ・小樽市漁業協同組合・新日本海フェリー(株)・ (株)マリンウェーブ小樽・ 

小樽港マリーナオーナーズクラブ、小樽港ベイエリア委員会・ヤマキ船舶化工(株)・

(有)祝津マリーナ 

 

 

 

 

レース公示 
（NOTICE OF RACE） 

 

 

1 規則 

1.1 セーリング競技規則 2013～2016（以下規則）、日本セーリング連盟規定、各クラス規則を適用する。 

1.2 艇体番号とセール番号の一致は問わない。 

 

2 参加資格および申込み 

2.1 平成 26 年度日本セーリング連盟及び日本シーホッパー協会の会員登録を完了しているもの。 

・会員証の提示を求めるので会場受付時に持参すること。 

・会員登録（ＪＳＡＦ、シーホッパー協会）を会場にてすることができるが、できるだけ事前に手続きを済ませること。 

2.2 年齢制限 

・マスタークラスに出場する選手は登録受付時に満４５歳以上でなければならない。 

・グランドマスタークラスに出場する選手は、登録受付時に満５５歳以上でなければならない。 

2.3 推薦 

・日本シーホッパー協会各支部、フリート、所属県連のいずれかの推薦を受けたもの。 

2.4 未成年者 

・未成年者は、親権者の出場承諾書を参加申し込みと同時に提出する。 

・大会参加時には、親権者または代理人が付き添うこと。 

2.5 性別 

・全日本女子シーホッパー級ＳＲ選手権には女性（年齢不問）に限る。 

・女性が参加申し込みをした場合、全日本・全日本女子の双方に同時エントリーされる。 
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2.6 艇 

・競技に使用する艇は、平成 26年度シーホッパー協会登録艇であること。 

・会場受付時に計測証明書の提示を求めるので持参すること。 

・競技艇の年度登録は、会場でもすることができる。 

2.7  参加資格のある選手は、協会 web サイトにアクセスし、エントリー登録する。また、公示 3 の期限までに必要な参

加料を振込みすることにより、参加申込みする事ができる。    

協会 web URL：  seahopper.neｔ                      

 

3 参加料 

3.1 必要な参加料は次の通りとする。 

一般会員 １２，０００円 /1 艇 

ジュニア   １０，０００円 /1 艇 

 

【参加申込・参加料振込み締切日】 

平成 26年 ８月 16日（土） 

【参加料振込先】   静岡銀行 新居（あらい）支店  

普通口座 ０４１９２０２    日本シーホッパー協会  
※振込名は、Sail No.と振込者名の順で記入すること。 例：13700 ﾖﾝﾅﾅﾀﾛｳ  

 

4 日程  

4.1 登録  8 月 29 日（金）  15：00 ～17：00  登録受付 計測 

 8 月 30 日（土）   8：00 ～ 8：50  登録受付 計測 

4.2 レース日程 

8 月 30 日（土） 

 

 

 

8 月 31 日（日） 

9：00 

10：45 

18:00 

19：00 

8：45 

9：55 

16：00 

開会式 艇長会議 

最初のレースのスタート予告信号予定時刻 

選手総会(場所は後日) 

懇親会 

ブリーフィング 

最初のレースのスタート予告信号予定時刻 

表彰式 

4.3 レース数 

本レガッタは7レースとし、1日に実施する最大レース数は4レースとするが､各日の実施レース数はレース委員会の裁

量によるものとする。8月31日は14：00より後のスタート予告信号を発しない。 

 

5 レース方式 

全日本シーホッパー級ヨット選手権大会及び、全日本シーホッパー級ＳＲヨット選手権大会は男女及び年齢の区

別をしない大会である。各大会の成績は、全日本シーホッパー級ヨット選手権大会及び、全日本シーホッパー級Ｓ

Ｒヨット選手権大会の成績を準用し、各大会該当選手の中で総合得点の少ない順で大会の順位付けを行う。 

 

6 計測 

6.1  競技前の計測を実施する。参加艇は，クラス規則に留意し，艇体・スパー類・セール・艤装品を常にクラス規則に

合致させておかなければならない。会場受付時に配布する計測要領に基づき競技前計測を実施する。 

6.2  レース委員会は、大会期間中いつでも計測を行うことができる権利を有する。 

 

7 帆走指示書 

帆走指示書はレース 1週間程前に協会ウェブサイトにて入手できる。また受付登録時に配布される。 

 

8 開催地 

8.1 添付図A は、レガッタ・ハーバーの場所を示す。 

8.2 添付図B は、レース・エリアの場所を示す。 
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9 コース 

    帆走するコースは次の通りである。 

ソーセージコース、トライアングルコース、トラべゾイドコースのいずれかとする。 詳細は帆走指示書で示す。 

 

10 ペナルティー方式 

   規則 42 違反に対し付則 P を適用する。 

                                                                                                                                                                                                                                                      

11 得点 

11.1 大会の成立には 1 レースを完了する事が必要である。 

11.2  (a) 5 レース未満しか完了しなかった場合、艇のシリーズの得点は、全レースの得点合計とする。 

(b) 5 レース以上完了した場合、艇のシリーズの得点は最も悪い得点を除外したレース得点の合計とする。 

 

12 支援艇 

12.1  支援艇はレスキューボートとみなされ、以下の条件を満たす場合のみ使用を許可する。 

12.2  (a)常時は支援艇として航行範囲の制限を守り、レース委員会からレスキューボートとしての要請があればいつでも

これに応じること。この要請があった場合のみ制限範囲内への進入を認める。 

(b)支援艇は、ヨットモータボート保険（対人対物賠償責任保険及び搭乗者傷害保険）に加入していること。 

 

13 無線通信 

 緊急の場合を除き、レース中の艇は、無線送信も、すべての艇が利用できない無線通信の受信もしてはならない。

またこの制限は携帯電話にも適用される。 

 

14 賞 

14.1  全日本シーホッパー級、全日本シーホッパー級ＳＲ 

優 勝：優勝杯（持ち回り）・賞状・副賞 

２～６位：杯または楯・賞状・副賞 

14.2  全日本女子・マスタークラス 

優 勝：優勝杯・賞状・副賞 

２～３位：杯または楯・賞状・副賞 

14.3  グランドマスタークラス・MR 

優 勝：優勝杯 

 

15 責任の否認 

このレガッタの競技者は自分自身の責任で参加する。規則 4[レースすることの決定]参照。主催団体は、レガッタ

の前後、期間中に生じた物理的損害または身体障害もしくは死亡によるいかなる責任も負わない。 

 

16 チャーター艇 

チャーター艇は、10 艇 (SR 5 艇 ・ ノーマル 5艇) の受け入れを可とし、 先着順とする。 

チャーター料は 1艇 20,000 円。  窓口は 090-9511-1178 江野 紳 

 

17 その他 

① エントリー締め切り後、また、強風・無風、事件、事故などによる中止・延期による返金はしない。 

② 艇の搬入搬出手続きは各チームで行うこと。 

③ 競技中の疾病・傷害などに対する応急処置は主催者が全力を尽くすが，その後の責任は負わない。 

④ 参加艇・参加個人は，個人の責任で傷害保険・賠償責任保険に加入すること。 

⑤ ハーバーの施設・駐車場などについては、レース公示と共に配布される案内文書「参考情報 別紙１」 

を参照すること。 

⑥ 個人情報の取り扱い 

・ 大会参加に際して提供される個人情報は大会活動のみに利用するものとし、これ以外の目的に利用するこ 

とはない。 
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・ 参加者氏名および推薦所属は、大会プラグラム・ホームページに掲載され、各種報道機関に提供される。 

・ 大会期間中に撮影した写真及び競技成績は、クラス協会のホームページに掲載される。また各種報道機関に提

供されることがある。 

 

18 問い合わせ先 

本レガッタについての問い合わせ先は次のとおりである。 

（クラス協会 担当者） 

日本シーホッパー協会 本部事務局 担当 高木克也 

E-mail ：seahopperjimukyoku@gmil.com 

（開催地 担当者） 

     (1) 日本シーホッパー協会 北海道支部長     江  野     紳    ( チャーター艇 担当 ) 

TEL  090―9511―1178 

(2) 小樽港マリーナ ハーバーマスター  鈴 木 新 二  ( 艇の搬入・搬出 担当) 

                    TEL  090―7054―4100 

(3) 本大会 レース委員長        菊 地   透  ( その他 担当 ) 

                             TEL  090―8270―0074     

                      

 

追加情報 

 

宿泊懇親会 

(1) 宿泊 

PC で検索してください。 次の順にクリック ➀ 小樽市  ➁ 観光客のみなさんへ  ➂ 見る・遊ぶ・泊まる   

➃ 泊まる・癒す・・・宿泊施設一覧 

ホテル１０件、 ビジネスホテル 4 件、 旅館 7件、 朝里川温泉地区 11件、 公共 2件、  

民宿・ペンションなど 18 件 が出ます。 

 

(2) 懇親会 

8 月 30日（土） 懇親パーティ 会費 ３，５００円/１人  未成年者 ２，５００円/１人 

 選手の参加費はエントリー費に含まれます。 
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添付図 A 

 

小樽港 

〒047-0047 

小樽市築港 5番 7 号 

 

 

 

新千歳空港から 

 快速電車：約 65 分 

 

札幌から 

 快速電車：30 分 

 車：30 分 

 

 

 

 

 

 

 

添付図 B 

第 1レースエリア 

本部 


